
当社グループは、社会のインフラ整備・生活基盤を担う企業としての役割と責任を果たし、地域とともに歩む企
業市民として、地域社会の活性化への取り組みを通じて、安全で安心な暮らしができる社会づくりに努めています。

まんが「橋のひみつ」を作成、寄贈しました！

このたび、子どもたちに親しまれている「学研まんがでよくわかるシリーズ」の第227
巻として、「橋のひみつ」を横河ブリッジと株式会社Gakken様で共同制作しました。
普段は見えない橋づくりの舞台裏や技術の「ひみつ」に触れられる1冊になっています。

横河ブリッジ「橋のひみつ」を、株式会社Gakken様を通じて全国の小学校・特
別支援学校に20,000部、公立図書館や児童館等に4,000部をそれぞれ寄贈して
おります。本書を通して、未来を担う子どもたちが橋づくりの奥深さを知ること
で、新たな職業選択の可能性や業界の事業理解につながることを期待しています。
ウェブサイトにて無料公開されていますので、二次元コードより是非ご覧ください。

地域住民説明会

2024年10月、東日本コンクリート・極東興和・昭和コ
ンクリート工業共同企業体が受注した「（国）286号（南赤
石）1号橋梁上部工工事」において、地元の皆様30名を対象
に地域住民説明会を開催いたしました。当日は、工事の進捗
状況やコンクリート橋の張出架設工法について、模型を用いてわかりやすく説明した後、工事用エレベーターで橋面
に上がり、橋桁製作の現場を間近でご覧いただきました。参加された皆様は橋桁の製作過程に強い関心を寄せており、
熱心に見学されていました。今後も積極的に見学会などの取り組みを進め、より多くの方々に橋梁工事（土木工事）
への理解と関心を深めていただけるよう努めていきます。
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1

事例
3

「発見たんけん千葉県」にて当社グループを紹介！

千葉県のキャリア教育副教材「発見たん
けん千葉県 10年先のジョブノート」に横河
ブリッジの仕事が掲載されました。北部版
と南部版合わせ、千葉県全域の公立中学2
年生、約53,000人に配布されています。
「発見たんけん千葉県」は、地元の産業と

身近な企業を知り、働く意義や喜びを学ん
でほしい、と株式会社地域新聞社様が毎年
発行しているもので、賛同する千葉県内の
様々な業種の企業が掲載されています。

横河ブリッジも千葉県の企業の１つと
して、その想いに共感し、建設業の仕事と
働く人の声を紹介いたしました。子どもた
ちが「橋ってこうやってつくられているん
だ」「この仕事、私に向いてそう」と気づきのきっかけになれば、という想いを載せています。更に、本教材を使用し
て、千葉県の中学校にて社員が事業の説明を行う出前授業も行いました。

これからも人と地域をつなぎ、未来を担う子どもたちと活気ある地域のため、取り組みを続けていきます。
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▲ホームページ

働く人にインタビュー

こんな仕事をしています。

例えば…

こんな人に
向いていま

す

例えば…

こんな人に

向いています

職場見学

人と地域をつないで社会・経済の発展に貢献する

船橋市山野町27
TEL 047-437-8000 ／ FAX  047-495-2910
https://www.yokogawa-bridge.co.jp/

株式会社横河ブリッジ
かぶ しき がい しゃ よこ がわ

交流授業

個別質問

橋ができるまで 橋にはいろいろな種類があります

もっと「橋」について知ってもらうために

建
設

●● 橋や建築物など、ものづくりが好きな人
●● 計画を立てるのが得意な人
●● 目標の達成に向けチームで協力して動ける人

日本全国や海外で、人・車・電車などが渡るための橋梁※を建設しています。鉄の橋梁
が専門で、設計から施工まで建設の全ての工程に携わっています。また、生産工場が大
阪にあり、自社で橋梁を部品から製造しているのも大きな特徴です。橋梁建設はス
ケールが大きく、一つ一つの建設期間も長いですが、そのぶん達成感のある仕事です。
人々が豊かに暮らすための基盤を造るだけでなく、被災地の復興活動や新興国のイン
フラ整備など、社会貢献につながる仕事も行っています。

きょうりょう

※土木工学の専門用語で、川や渓谷、海などを横断するために架けられる構造物の総称です。一般的には「橋（はし）」といいます

橋の断面設計・図面の作成をしています。YouTube
で橋の架設動画を見て、橋造りに興味を持ちまし
た。自分が設計した橋に車が走っていたり、
地図に載っていたりするのを見ると、やり
がいを感じます。仕事は人と人とのつなが
りが大切なので、誰に対しても誠実に対
応するよう心がけています。

何を使ってどのように橋を架けるかという「架設
計画」を考える仕事をしています。私たちの橋に
よって、地域の利便性が飛躍的に向上する
ところに、やりがいを感じます。一つのミ
スが重大な事故につながるため、現場の安
全を第一に考えて作業しています。

設計部　山﨑 百香 さん設計部　山﨑 百香 さん
やまざき    ももかやまざき    ももかふじもと  こうすけふじもと  こうすけ

東京計画部　藤本 浩介 さん東京計画部　藤本 浩介 さん

営業

橋がどのように造られるのかを紹介します。

横河ブリッジは、社会を支える技術や橋をつくる仕事に興味を持つきっ
かけになることを願って、学研まんがでよくわかるシリーズ『橋のひみ
つ』を共同で制作しました。本書は全国すべての小学校・特別支援学校
に20,000部、全国の公立図書館・児童館などに4,000部が寄贈され、
教育現場で広く活用されています。

国や自治体、鉄
道会社などが行

う入札に参加して、工事を受注しま
す。入札は工事の金額だけで決まる
のではなく、技術的な提案や過去の
実績によっても競われます。

設計
橋 自 体 の 重
さ、通行する
車両の重さ、
地震の揺れによって生じる力な
どを計算し、その力がかかって
も壊れない橋の形状を考えま
す。その形状を図面に起こし、必
要な材料を算出します。

1級土木施工管理技士や技術士など、仕
事をする上で必要な資格は、入社してか
ら取得することができます。

現場架設
工場で製作さ
れた橋桁ブロ
ックを現地で
組み立てます。安全を確保しな
がら進めることが重要です。台
風などで作業が遅れた場合は、
人員を増やすなどして工期に間
に合うよう調整します。

工場製作
設計図を機械に
読み込ませ、鋼板
を切り出します。
溶接などの加工を行い、橋桁（道路
になる部分）のブロックを製作しま
す。大阪工場の面積は12万㎡あり、
100mの橋を工場内で組み立てるこ
ともできます。

架設計画
現場でどのよう
に橋を組み立て
るかを考え、説明
書（施工計画書）としてまとめま
す。組み立て中に橋に強い負荷が
かかると予測される場合は、追加
の補強を設計部門へ依頼するのも
架設計画の大切な仕事です。

Point！

最も一般的な橋です。
シンプルな設計のため、橋梁の設計
士が初めて設計する橋は桁橋である
ことがほとんどです。

桁橋

東京湾アクアライン

上向きの曲線の形をした構造で、デ
ザイン性が高い橋です。歴史も古
く、さまざまなアーチの形がありま
す。

アーチ橋

隅田川橋梁

最も長い距離を架けることができる
橋です。渓谷や山間部にも用いられ
ます。橋をつるためのケーブルの太
さが、1.1mになるものもあります。

つり橋

レインボーブリッジ

三角形を組み合わせた構造（トラス構
造）の橋です。三角形に均等に力が加
わるため、荷重に強くなります。

荒川橋梁

主塔から斜めに張ったワイヤで支えら
れた橋です。設計の自由度が高く、美
観に優れています。

横浜ベイブリッジ

門のように橋脚と橋桁が一体となっ
た橋です。ラーメンとはドイツ語の
「Rahmen=骨組み」に由来します。

ラーメン橋

伊予高架橋

▲こちらからも
閲覧できます

トラス橋 斜張橋

横河ブリッジでは約200人の女性社員
が働いており、設計や現場などでも多く
の女性技術者が活躍していま
す。また、家庭と仕事の両立
にも力を入れています。

女性も活躍しています

学研まんがひみつ文庫 
（電子版）

当社グループは、株主・投資家の皆様との建設的な対話を推進し、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を
目指しています。また、積極的な情報開示に努めるとともに、対話によって得られた関心事項や意見について、IR
担当部門が経営陣や取締役会に報告し、経営やIR活動に反映しています。

IRポリシー
当社グループはIRポリシーに基づき、株主や投資

家をはじめとするステークホルダーの皆様と建設的
な対話を推進しています。

また、関連部署が連携し、適時かつ適切な情報開示
を行う体制を整えています。

東京証券取引所の適時開示規則に該当する情報は
もちろん、同規則に該当しない場合でも、投資判断に
影響を与えると考えられる情報について積極的に開
示します。

なお、フェア・ディスクロージャー・ルールを遵守
し、公平で迅速な情報開示に努めています。

参 照 IRポリシー
https://www.ybhd.co.jp/ir/ir-policy/

実施状況
2025年度
実績 主な対応者 参加者の概要

決算説明会 2回 代表取締役社長
IR担当取締役

国内外の機関投資家等 
42社（うち海外3社）
ファンドマネージャー、
アナリスト等

個別IR 
ミーティング 63回 IR担当取締役

IR担当部門

国内外の機関投資家等 
86社（うち海外41社）
ファンドマネージャー、
アナリスト等

対話の主なテーマや株主・投資家等の関心事項
テーマ 関心事項

業績
基幹事業の受注や損益の状況

国内政策、米国関税政策、中東情勢の影響

中期経営計画
中長期の事業環境、事業戦略、成長戦略

経営基盤戦略、キャピタルアロケーション

M&A 旧ビーアールホールディングスに対するTOBの 
目的、シナジー

株主還元 配当方針（累進配当）や自己株式取得についての
考え方

市場評価 PBR改善に向けた取り組み

その他 政策保有株式の縮減状況

政策保有株式の保有状況
取引関係の維持・強化、業務提携関係の維持・発展

を通じて、当社グループの中長期的な企業価値向上に
資すると判断する場合は、政策的に株式を保有してい
ます。一方で保有先企業との対話等を踏まえて、政策
保有株式の縮減に努めます。

毎年取締役会で個別銘柄ごとに、保有の必要性、投
資効率その他保有に伴う便益、リスクを総合的に勘案
し、売却の可能性も含め、その保有の適否等について
検討しています。

政策保有株式の銘柄数および貸借対照表計上額
区分 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

銘柄数（上場） 39 35 30 22 21

計上額（百万円） 13,589 11,855 13,955 9,976 14,473

ステークホルダーの立場の尊重に係る取り組み状況
社内規程などによる
ステークホルダーの
立場の尊重について
の規定

グループ内で定めた「企業行動憲章」に
おいて、株主・取引先・従業員その他の
ステークホルダーの立場の尊重について
定めております。

環境保全活動、CSR
活動などの実施

「企業行動憲章」に基づき、環境保護に配
慮した現場施工など幅広い取り組みを
行っております。

ステークホルダーに
対する情報提供に係
る方針などの策定

社内で決定した事実および発生した事実
について、東京証券取引所の定める適時
開示規則に基づき、積極的な情報提供を
実施しております。

社会

社会貢献活動
社会

ステークホルダーエンゲージメント

横河ブリッジグループのプロフィール 企業価値向上戦略 持続可能な成長と社会実現に向けて データセクション

93 横河ブリッジホールディングス　統合報告書2026 94横河ブリッジホールディングス　統合報告書2026

https://www.ybhd.co.jp/ir/ir-policy/
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